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令和４年度大規模地震時
医療活動訓練に参加して

　10月1日に行われた大規模地震時医療活動訓練に
当院DMATの森田医師、笠原看護師、長山調整員と
私の４人で参加してまいりました。

　9月30日の11時に南海トラフ沖地震が発生した
想定で行われ当院からDMATカーに乗り5時間かけ
て滋賀県の土山サービスエリアに参集しました。そ
こで被災状況等を把握しDMAT本部より、三重中央
医療センターへ向かうよう指示がありすぐに向かい
ました。
　到着すると三重中央医療センターでは院内災害訓
練も行われており参集したDMATも病院支援として
参加していました。東広島医療センター DMATは近
隣の病院の被災状況を調べてDMATが活用している
EMIS（広域災害救急医療情報システム）へ入力しそ
の病院の患者搬送のために情報を取り搬送方法など

を考える机上訓練を他県のDMATチームと共に行い
ました。
　CSCATTT※1をもとに考え迅速かつ安全な方法に
なるようディスカッションしながら訓練しました。
災害はいつ起こるかわかりませんが訓練に参加する
ことにより災害医療物品の確認、通信方法、情報収
集、クロノロ等様々なことを学び、再確認すること
ができました。
_
※1
　C：Command＆Control 指揮命令・統制
　S：Safety  安全
　C：Communication 意思疎通・情報収集・情報伝達
　A：Assessment  評価・判断
　T：Triage  トリアージ
　T：Treatment  治療
　T：Transport  搬送
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多数傷病者対応訓練研修に
参加して

　令和4年10月27日、広島県消防学校において救
急救命士教育・リーダーシップコースにおける多数
傷病者対応訓練研修にDMATチームとして参加して
きました。今回の研修は多数傷病者対応における消
防機関と医療チーム（DMAT）との連携活動・情報
共有能力の向上を図るという目的で実施されまし
た。

　訓練概要としては救命士教育入校中の学生（今後
災害現場で指揮を執る救命士）が主体となり、救急
指揮所、救護所及び消防本部（指令室）の運営を実
働訓練を通し運営し、活動中に得た情報を現場指揮
本部及び医療機関（DMAT）と共有し活動を進めて
いくものでありました。
　災害想定としてバスが崖下へ転落し、複数の傷病
者がいるという設定のもとコントローラー、消防学
校教官、学生、DMAT総勢約50名で本部設営から傷
病者をトリアージ、救護所にて処置・安定化、医療
機関への搬送とミッションをこなしていくというも
のでありました。
　DMATは福山市民病院、東広島医療センターの２
チームの参加であり先着隊、後着隊と別れ消防隊の
指示のもと救護所内での活動を訓練①②と同シナリ
オを2回実施しました。
　訓練①終了後には各ブースごとに振り返りを行い
自身が不足したこと、次節に活かすことをディス
カッションし改善策を導き出しました。またDMAT
の中でも訓練前にグリーフィングし共通した認識で
救護所が運営できるように訓練に臨みました。その
結果1回目の訓練より2回目の訓練の方が達成感に
満ち溢れることができ、非常に充実した研修時間を
過ごすことができました。

　今回の研修を通し感じたことは今回の研修目的で
もあるように沢山の情報が錯乱している中で消防機
関、DMATで情報をいかに共有するかということで

す。情報共有を行うことで迅速に傷病者のトリアー
ジの実施、医療処置を必要としている傷病者に迅速
に対応することができます。さらには医療機関への
搬送順位の選定、現場から傷病者を医療機関へ搬送
をするという一連の流れがスムーズに成されます。
その情報を取りまとめるには各ブースのリーダー、
メンバーがいかに情報発信をし、消防機関とDMAT
が連携して情報共有し共通認識を持つことです。ま
たそうすることで災害現場への迅速・的確な医療資
源の投入ができ、傷病者対応に至っても効率的運用
により多くの救命効果が生まれ、一人でも多くの命
を救うことに最終的には繋がってくるのではないか
と本研修を通して感じました。

　災害発生時には今回の研修の反省が活かされるよ
うに医師やコメディカルの方々とコミュニケーショ
ンを常日頃から取り「情報共有」を意識しながら業
務を行っていきたいと思います。
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